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PETボトル語録茶飲料における加温保有中の変色に対する可視光照射試験  

田辺 利裕．樋口 香乱 沖清  文   
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1．繕青   

光が食品や飲料こ対し品質的な影響を与えることは古  

くから研究きれており，抽鵡の酸化による異臭の発生ヤ日  

本酒におけるイオウ最北合物の異臭発生などがよく知られ  

ている事例でぁる‖．   

この先の影書に関する研究は．太陽光む肘象とLたため  

か．紫外線に鳶唱した研究が多い．容器詰増食品・欽科に  

村Lて考えた場合．太陽光町影響酋受けう思輸送段博で軋  

箱詰めにより遮光き九ている場合がはとんどで．光が影書  

する状況という糾ま，店廣での蛍光灯の光を考慮すべきで  

あるが．蛍光灯先にはほとんど紫外線は含まれていない  

（回1）．そこで，車研究では可視光冊影響に着日すること  

とLた．   

本報では．近年になって龍通土が大幅に伸びている  

PETボトル読経茶駄科を研餞詞層とLて，その加温保存  

条件に虫ける光風射の影響を溺重し その結果．朝Onm前  

後の北原射により色調維持勒果があり，かつ風味には影響  

を与えないという結果が得られたた軌 その内答を報告す  

る．  

皇．実験村料と方法  

1〕缶ウオーマ奄使用したl上Dランプ照射試験  

〔1）材料   

PETボトル詰緑茶飲用・試罰・とLて．市販品の緑茶銃刑  

350mL丸形単層PETボトル話（コールド専用品】を憧用  

Lた．   

缶ウオーマは，㈱ヨシキン製CANウオーマGW－1亡旭を  

使用した．   

LE工〕ランプ臥 シップス㈲製田嶋1せ45AシリーズLE工I  

（5dl超高輝雇LED45佃溝載丸形タイプ）中心波長530nm  

（禄）．590nm（草）虫よび波長選択型L】‡D（由高井度  

LED31傭搭載丸形タイナト相加m〔青敵）の3種塵儲爛  

Lた（国王）．  
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固1太陽光慮よび蛍光灯（≡波長塑、普通型〕の分光分布   
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ほ）実験方法   

談判中予ペ≠を倒榔L．恒温館内〔55℃－1Q艶RH）に  

寝かせて寵置Lた．   

暗所（照射なし）哉科は．光を遮るた如こ轄帯めLた．  

光照射試料の感射丑は．㈱マキ製作所製分光放射軒≦s－01  

至削こて卸定L．各ランプとも放射照度4．3血W′dとなるよ  

うに脊韮Lた．   

保存期間は，噌所，青色光妬軌藤色光悦肝は三選阿と  

L．赤色光照射はa週間とした．   

傭存前および保存後の試料につき．㈱島津製作所製分光  

光度計m－228捌こて，光脾長1印澗巧壊セルを使用し．  

変色の嶺儒徳して亜知mの吸光度を測定Lた．   

風味の評価にりき，鵬インテリジェントセンサーテ辞ノ  

ロジー製の味覚認鵬装置SA40丑且を朋Lて，貯蔵試料を  

標準試料として．暗所保存試料と線色蛍光灯光照射試料個  

此嘩を行った，   

3．結果  

1）缶ウオーマ者使用したLEロランプ間   

古漬長にぉける透過真の測尭結果を暫4に，変色町指標  

となる亜5nm中晩雅度の間売頗果蓉蓑1に示した．保存前  

ぬ初期値と比較Lて，聴新保寄晶昧甜蝕皿周辺釘透過度府  

ショルダーが大きく低下して由り．5餌hm苧ンプ亡者）照  

射読札は暗所品と同様の結果を示■し，光掃射ぬ影響は認め  

ち抱なかった．こ軋に封L，4抑nmランプ（青緑）風船試  

粁軋保存前とほぼ同様の特異を示し，色調変化が明瞭に  

抑えられていた．5馳mランプ（j酎照射耕は．59伽血  

ランナと4銅山軋ランプの間の綺果を示Lた．  
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匝2 冊射武断こ混用LたⅠ．Eロランプの卦光分塙  

〔皇〕実験方法   

試利昭ラベルを刹僻し了缶ウオーマ内の温度が同一（液  

温印℃）とな島韓所に漉かせて配置した．   

埠所（照射なLユ謝に虹 光を遮るための鮨をかぶせ  

た．光照射試科の照射暮は．㈱マキ製作所製分光放射計  

SS－81塾にて靖定L，各号ンプとも．放肝照度望．8mWノdと  

なるように調整Lた．   

保存期間軋加重販売の期限である2週間とLた．   

保存前虫よび保存捷申兢軒につ善．甜伽血周肘試料は  

丑bT由Ⅰ封STR・ロM］訃n駕Ⅱ寸C．製＃Qt旭山MQX認旧マイサ  

ロプレートリーダにて，ナ抑ジェ・芦ンク・インターナシ  

ヨナ舟聯製g甘先丸鷹プレート1隠姐＝滞リスチレン製）  

酎使用L，光蕗長1亡mにて350nm■一息5伽mの1nlnごとの  

晩光スペグ†両摘幌し．その他は㈱島津製作所製分光光  

度計Uサー2主犯Pにて，光鼎長1亡mの石英セルを億用し  

2馳Im－馳㊥5Ⅱnごと申達過ネベクトルを細魚した．  

jH55℃恒温条件にお伊各色つ舌蛍光灯による照射試験  

（1ト材料   

PETポト貼詩経茶飲料試卦としで．市販品動線茶駄科  

350mL丸形単層ア豆Tボト叫酷（コ一服下寺用品）を僅用  

した．   

席明軋三菱竜棲オス亨ム㈱色蛍光ランプFL20SP（轟〕，  

FL却SG（貞削．札胡油・（育）の3檻を促甫Lた掴a）．  
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三部 讃旧 訳氾4朋 450加古朗 佃 島≡和 一08 丁甜抑 850  

≠暮【nml  

碍裔應僻栂、劇℃遥肌   

国4 皿照射稗に割ナる撫養諷の遭遇スペクトル  

影響の見られなかった5別加mランプには含まれておら  

ず．かつ影響の見られた亜Onmと530nmのランプに含まれ  

て磨り，かつ凸ODヰ95nmの大きさにほぼ見合った波長領  

域は495－505n皿であり【圃2斜僻）．この範囲の放射照  

度の積算僅は．530nmランプが紛1師〃W／d，4抑nmラン  

プが助郷〟W／dであった．   
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国ヨ 照射試験に任用した色つき蛍光灯の分光分布  
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素l缶ウオーマを使用LたLEDランプ照射試聴における  
495nmの吸光度再測定葡果  
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2）5古℃恒温条件におけ墨色つ量芸完訂による照射試験   

4！格n血の吸光度の歳時変化巷回5に示Lた．赤色蛍光灯  

光照射試渦傭．暗所保存試料と同等の増大を示Lた．緑色  

蛍光灯光照射試科饉ほとんど変化辟聴く．青色蛍光灯北原  

射試料は若干績少した．  

第一主席舟：サ㌢プノ昭の情薇盈t先にとちえたデー欝  

亡iサンプル洞土中書劉鱒一事下垂古デーす】  

＃ニ主成分：第一主卓分臣次いでサンプル同町塾町蘭嶋宙ともえたチータ   

国8 簾屯営光灯照射甜におけ古珠光誌籠装置による且昧の  
評価楷果  

ヰt まと払   

LEDランナ照射試換渦2ユおよび色つき蛍光灯による  

照射儲題＝溜帽】の肯黒から．茸～赤色光照射では慕液の  

色調変化挙動に影響を与えなかゥた〔某社は箇所晶同様に  

変色した）軌可観光であ冬青一橙色光照射が影響塵与え，  

結果的に外鞍上の変色を抑制した．このた軌素直伯色儀  

変化に影響塩阜える光の波長腐闇青山臆の範F＝こあること  

が明ちかとなった．加えて，色つ善蛍光灯による武験結果  

掴：＝により．影響を与え右成長領規約賊卜5触m鴎間  

にあ岳ことが確覆された．この領域は．幕蔽の遭遇スペク  

トルにおける特徴的なショルサー部佃巾の位置に一鼓  

する．このことから．某社の変色を示すもの（何らかの色  

素鹿部は．この億墟の可視光を吸収する仕度があり，モ  

の吸収されたエネルギーが，吸収Lた色素骨身を変化〔無  

色化ないLは鱗色化〕することに便わ九るというメカニズ  

ムが考えちれる．この領壌で，特に都電嘩与えてい古夜景  

領域lも 放射照度と影響の大き告辞叫まほ一致す恩領培とい  

うことで．4箔～印5mでぁるととが予想きれた．   

可視光の一部に．緑茶億脚色甫に影響せ与え為．すなわ  

ち某社の柵上由変色抑制に効果を示す社長脚あること  

が本報の業掛こより明らかとなゥた．ま・た，色評には影響  

を与えるものの．風味にははとんど好事を与えないことも  

確認眉れた．   

5．♯考文献  

1）津志田庸二馳寺尾銘二，平田串編：一食晶取光劣化  

防止技術’垣間1），サイエンスフォーラム   

」⊃一書亀■光灯  
一一書鳥義光打  
疇ト■色■光灯  

l  き  11  1靂  量l  ；汚  

優＃日量柑）  

回ほ 色つ畠蛍光灯によ五照射就掛こ点ける叢荘の亜知m晩光  

度の饉時変化   

LEI）ランナの競駿や影響軒先きかった4帥nm周辺で膏．  

緑色蛍光灯光町放射照度積算値が．碁蔽の亜5nm町変化に  

見合った髄臥まヰ姑－505n血でぁり．そ九ぞれ申偽札 書  

で約1揖耳Ⅳ／血液で1盟〟W／虚であった．一方で．影響  

が見ら軋なかった赤色蛍光灯光であっでも．430・一柳nm  

で鞄1即座W′（嵐5朝一古5伽皿で瀞19紬W′dという，青  

や線色光の亜5－5喝n皿に匹放す古放射照度糧食んでおり．  

これら四億規の光昧影響していなかった（国ヨ斜柑）．   

味認識装置による，風味の評価括果を解析（主鹿紋別椚  

Lたものを園8に示Lた．酔敢或科に対Lて，暗所保存試  

料・．線色蛍光灯照射萬軒とも同鹿の結果で．およそ1ポイ  

ント（濃度塵創髄鞘当）扇静（帯一生成分軸）中正ぬ方向  

に位世Lていたにの試料の場合，先味の苦味が強いとい  

うのが最も寄与Lていた）．  


